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社会福祉法人 杏の郷  

 法人本部・障害者支援施設 顕真学院・グループホーム蓮華寮 

令 和 ６ 年 度  事 業 報 告 書 

令和 ７年 ４月 １日 

 

Ⅰ．法人本部 

１．理事会・評議員会・関係会議 

 

２．その他経過報告等 

・顕真学院 特定給食施設 巡回指導（令和６年９月１０日） 

・グループホーム 蓮華寮  運営指導（令和６年９月２６日） 

 

 

 

 

 

日 時 会   議   名 議  題  内  容 

令和 ６年 ５月３０日 第一回 法人理事会 (１)令和５年度 事業報告 

(２)令和５年度 会計決算・監事監査報告  

(３)就業規則の一部変更について 

(４)定時評議員会の開催について 

令和 ６年 ６月１８日 定時評議員会 (１)令和５年度 事業報告 

(２)令和５年度 会計決算・監事監査報告 

令和 ６年１０月３１日 第二回 法人理事会 (１)令和６年度 第一次補正予算（案） 

(２)大型設備の交換について 

(３)旅費規程の一部変更について 

(報告事項) 

理事長の職務執行状況報告 

新型コロナウイルス感染者の発生について 

令和 ７年 ３月２８日 第三回 法人理事会 (１)令和６年度 第二次補正予算（案） 

(２)令和７年度 事業計画（案） 

(３)令和７年度 予算（案） 

(４)施設長の選任について 

(５)就業規則、給与規程の一部変更 

(６)役員等の賠償責任保険加入について 

(報告事項) 

理事長の職務執行状況報告 
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Ⅱ．施 設 利 用 状 況 【令和 ７年 ３月３１日現在】 

１．入所利用者数                                                               [単位：人] 

    施設入所支援 顕真学院           グループホーム 蓮華寮      

区分 定   員 現   員 

男 １５ １５ 

女 １５ １５ 

計 ３０ ３０ 

 

２．日中活動利用者数 

   生活介護 

定   員 区分 現   員 

 

４０ 

 

男 １５ 

女 ２４ 

計 ３９ 

 

３．障害程度区分                                                          [単位：人] 

  ａ．顕真学院（施設入所支援） 

区    分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 合 計 

利用者数 ０ ０ ０ ０ ５ ２５ ３０ 

                      

  ｂ．顕真学院（生活介護） 

区    分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 合 計 

利用者数 ０ ０ ０ １ ９ ２９ ３９ 

                         

  ｃ．グループホーム 蓮華寮 

区    分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 合 計 

利用者数 ０ ０ ０ ０ ３ １ ４ 

 

４．性別・年齢別区分  

  ａ．顕真学院（施設入所支援）                  

区分 ～19 20～29 30～39 40～49 50～70 合  計 平均年齢 

男 ０ １ ２ ６ ６ １５ ４６.７ 

女 ０ ０ １ ９ ５ １５ ４９.７ 

合計 ０ １ ３  １５ １１ ３０ ４８.２ 

                      

  ｂ．顕真学院（生活介護）                  

区分 ～19 20～29 30～39 40～49 50～70 合  計 平均年齢 

男 ０ １  ２ ６    ６ １５  ４６.７ 

女 ０ ２  ２ １２  ８ ２４ ４７.７ 

合計 ０ ３  ４ １８ １４ ３９ ４７.３ 
  

区分 定  員 現  員 

女 ５ ４ 

計 ５ ４ 
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ｃ．グループホーム蓮華寮       

区分 ～19 20～29 30～39 40～49 50～65 合  計 平均年齢 

女 ０ ０ ０ １ ３ ４ ５４.０ 

 

５．短期入所利用者数（年間延べ人数）                     [単位：人] 

月別 区 分 利 用 数 月別 区 分 利 用 数 月別 区 分 利 用 数 

 ４ 宿泊   ０  ８ 宿泊 ０ １２ 宿泊 ０ 

 ５ 宿泊 ０  ９ 宿泊 ０  １ 宿泊 ０ 

 ６ 宿泊 ０ １０ 宿泊 ０  ２ 宿泊 ０ 

 ７ 宿泊 ０ １１ 宿泊 ０  ３ 宿泊 ０ 

 合  計 ０（前年比±０） 

  ・短期入所の利用申請がなかったため。 
 

６．タイムケア利用者（年間延べ時間）                     [単位：時間] 

月別 単 位 延べ時間 月別 単 位 延べ時間 月別 単 位 延べ時間 

 ４ 時間 ７.５  ８ 時間 ３ １２ 時間 ２ 

 ５ 時間 ７.５  ９ 時間 ９.５  １ 時間 ０ 

 ６ 時間 ７ １０ 時間 ８  ２ 時間 ０ 

 ７ 時間 １０.５ １１ 時間 ４  ３ 時間 ０ 

 合  計 ５９（前年比＋５４） 

   ・通所利用者でタイムケアの利用希望があった。 
 

Ⅲ．職 員 数                         

 ａ．顕真学院                                    [単位：人] 

区分 施設長 事務 サービス 

管理責任者 
支 援 員 看護師 栄養士 調理員 洗濯 合 計 

男 １  １ ４     ６ 

女  ２  ８［1］(4) １ １ ３(1） (2) １６(7) 

合計 １ ２ １ １２［1］(4) １ １ ３(1） (2) ２２(7) 

                              ※［］内は兼務（）内は非常勤 
 

ｂ．蓮華寮                      [単位：人] 

区分 管理者 サービス 

管理責任者 
支 援 員 世話人 合 計 

女 １[１］ １ (１) １ ３ 

合計 １[１］ １ (１) １ ３ 

     ※［］内は顕真学院と兼務（）内はサービス管理責任者と兼務 
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Ⅳ．利 用 者 支 援 に つ い て            

１．生活介護(平均障害程度区分 5.7) 日中活動について 

コロナウイルス感染症の施設内発生により、令和６年５月１８日(土)～６月９日（日）の期

間、通所利用者（蓮華寮除く）の受け入れを停止しました。 

 

① 「おひさま（最重度・重症心身障害）」グループ 

 障害程度区分６の最も重い障害を有する方、年齢に伴い機能低下の進行などにより医療が必要に

なってくる方で構成されています。活動場所を「ものぐさ棟」におき、常時健康面で配慮が必要で、

その動きは介助・介護・看護・医療との連携を中心としています。 

令和６年度の活動内容は、身体機能の維持や低下を防ぐことを目的としたリハビリ、ストレッチ、

歩行運動、下肢のむくみを緩和させるための足浴、マッサージ、外に出て季節を感じる散歩、日光

浴、プランターでの野菜栽培、特殊浴槽を利用しての入浴、楽しめる内容の取り組みとしては誕生

日会、昼食作り、音楽を聴きながら楽器を鳴らす等を行っています。 

 

② 「ひまわり（重度・一部中度障害）」グループ 

 障害程度区分が５から６のメンバーで構成されています。行動障害、情緒障害、中度知的障害の

３つに分かれ、その特性にあった活動の提供を行っています。また、高齢化とそれに伴う機能低下

で、介助や支援がより必要になってきているのが現状です。活動場所は明照ホールを使用していま

す。令和６年度の活動内容は、歩行機能の維持・気分転換のための散歩、季節・行事の装飾作り、

カレンダー・ウエス（端切れ）の作成、棟内清掃、学院の畑を利用して野菜の栽培と収穫、個人が

行いたい好きな取り組み、楽しめる内容のおやつ作りや昼食作りを行っています。 

 

２．施設入所支援(平均障害程度区分 5.8) 生活部の活動について 

 個別担当制の中で利用者一人ひとりの生活をより良くするため、現在の状況や高齢化による機能 

低下、今後予想されること等をしっかり把握できるよう生活部として担当職員のサポートを行いま 

した。利用者に対し担当職員の主観だけでなく、客観的な意見や考察、環境面による本人の状態等、 

多方面からのアプローチができるように心掛け、そこから生まれる新たな生活スタイル等を構築し 

ていきます。 

法人設立から 30 年という時が経とうとしており、修繕が必要な箇所も増えているため、施設で 

快適に暮らせるように生活環境づくりにも力を入れていきます。 

 

３．年間行事について 

月 日 行事内容 場所 参加者数(全体) 

令和６年４月１２日（金） お花見 生活棟・中庭・ものぐさ棟 利用者３７名 

    ５月 ３日（金） 学院内行事 (BBQ) 中庭・ものぐさ棟 利用者３４名 

    ７月１１日（木） 野外行事 中庭・ものぐさ棟 利用者３８名 

    ８月 ６日（火） 納涼祭 生活棟・中庭 利用者３５名 

   １０月１６日（水） 学院内行事 (ﾗｰﾒﾝ） 明照ホール 利用者３６名 

   １２月 ６日（金） 年末感謝祭 ものぐさ棟 利用者３７名 

   １２月２０日（金） 利用者忘年会 明照ホール 利用者３０名 
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令和７年１月１０日（金） 利用者新年会 

還暦祝い 

明照ホール 利用者３７名 

 

４．保  健 

①令和５年度 年間計画（年間を通し、新型コロナウイルス感染防止対策を行っています。） 

月 検診・その他学院内業務 
R.6 

４月 
血圧・体重測定，保険証の確認 

５月 内科検診，血圧・体重測定、風呂水質検査 

６月 血圧・体重測定，食中毒予防対策（手洗い・消毒の徹底） 

７月 内科検診，血圧・体重測定，熱中症予防月間（～9 月）， 

８月 血圧・体重測定 

９月 内科検診，血圧・体重測定 胸部レントゲン（9/17） 

1０月 血圧・体重測定，感冒予防対策（～2 月） 血液・尿・心電図・大腸がん検診（10/8） 

１１月 インフルエンザ予防接種（11/19），血圧・体重測定 

インフルエンザ予防対策（～2 月），水質検査，夜勤従事者採血（11/28）， 

１２月 血圧・体重測定，検診・通院報告書整理，歯科大検診(12/3)， 

ノロウイルス対策（～4 月） 

R.7 

１月 
内科検診，血圧・体重測定 

２月 血圧・体重測定，次年度生活習慣病検診計画策定，次年度年間計画策定， 

婦人科健診（2/18） 

３月 血圧・体重測定，内科検診 

 ・令和６年５月１８日(金)より新型コロナウイルス感染症が施設内にて発生しました。利用者に 

ついては、別棟にて隔離し療養を行っています。全ての陽性者の療養期間が６月１日(土)に終 

了し、収束となりました。 

 

③ 受診回数 ※神経内科は近況報告も含む                             [単位：回]  

神経内科 ２３７ 整形外科 ５ 歯科 ６６ 脳神経外科 ４ 

血液内科 ０ リハビリ ９１ 耳鼻科 １３ 乳腺外来 ７ 

精神科 ２８ リハビリ診察 ３２ 消化器内科 ５ 甲状腺外来 ２ 

内科 ５４ 外科 １６ 循環器科 ２ 腎臓内科 ０ 

眼科 ３ 皮膚科 ４ 婦人科 ４ 泌尿器科 ５ 

 

５．調  理（年間行事食） 

月 内            容 

R.6 

４ 月 
お花見行事⇒焼き肉・おにぎり・焼き鳥・ウインナー・野菜炒め・たけのこ汁・ 

ジュース 

５ 月 バーベキュー⇒餃子・野菜ソテー・焼肉・焼きそば・ウインナー・焼きエリンギ・ 

焼き鳥・おにぎり・ジュース 

端午の節句⇒たけのこ御飯・すまし汁・どら焼き 

おやつ作り⇒ホットケーキ 
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６．防  災 

月別 内    容 
R.6 

４ 月 
学院内自衛消防組織・各非常事態時の役割分担などの変更及び避難体制見直し 

各災害に対しての知識や計画の確認・職員への周知徹底 

５ 月 防火設備の自主点検 

洪水・土砂災害時の緊急連絡網（手動）の試行 

６ 月 集中豪雨および水害等に対する注意 

学院内総合防災避難訓練の実施（6 月 12 日） 

７ 月 火気における取り扱い注意と後始末における注意 防火・防災器具の点検 

防火設備の自主点検 蓮華寮夜間防災訓練（7 月 26 日） 

８ 月 花火の取り扱いおよび後始末に関する注意 台風災害における注意  

各防災計画の再確認(8 月 12 日職員全体会議) 非常時の避難経路の確認（机上訓練） 

９ 月 防災設備機能の点検 

総合防災訓練について地域との打ち合わせ（9 月下旬） 

10 月 夜間総合防災訓練の実施（10 月 3 日⇒天候不良のため中止） 

緊急連絡網（自動通報装置）の試行 避難体制の見直し・職員の役割の確認 

11 月 
防災設備の自主点検（11 月 8 日） 

秋の全国火災予防運動 防災指導   

蓮華寮日中防災訓練（11 月 13 日） 非常時の避難経路の確認（机上訓練） 

12 月 
暖房器具の点検と取扱いにおける注意点指導（12 月 22 日職員全体会議） 

防火設備器具の清掃と点検 
R.7 

１ 月 
防災における意識向上のための指導 防災設備の自主点検 

２ 月 防災対策の見直し（2 月 6 日支援員会議） 防災設備の自主点検 

３ 月 
春の全国火災予防運動実施 

新年度防災計画の立案（3 月 23 日職員全体会議）非常時の避難経路の確認（机上訓練） 

６ 月 おやつ作り⇒クリームパフェ 

７ 月 学院内行事⇒夏野菜カレー・サラダ・スイカ（利用者と作る） 

８ 月 納涼祭⇒たこ焼き・焼きもろこし・焼きそば・焼き鳥・牛焼肉・スティックきゅうり・

チーズドック・山芋焼・フライドポテト・かき氷 

９ 月 おやつ作り⇒おはぎ（お彼岸） 

お楽しみ献立⇒ビーフシチュー・にぎり寿司から選択 

１０月 おやつ作り⇒お好み焼き 

お楽しみ喫茶⇒飲み物４種・お菓子４種から選択 

１１月 食事作り⇒餃子・豚汁・フルーチェ 

１２月 年末感謝祭⇒フライドチキン・カニクリームコロッケ・大根きんぴら・野菜汁 

忘年会⇒にぎり寿司・あんかけ焼きそば・いなり寿司・油淋鶏・ローストポーク・ 

カニグラタン・ふろふき大根・野菜サラダ・ゼリー 
R.7 

１ 月 
お正月⇒おせち料理  

七草⇒七草粥 

新年会⇒小豆御飯・折り詰め料理・すまし汁・ジュース 

２ 月 お楽しみ喫茶⇒ケーキ２種・飲み物３種より選択（バレンタインデー） 

おやつ作り⇒チヂミ 

３ 月 ひな祭り⇒ちらし寿司・すまし汁・和え物・デザート・桜餅・甘酒 

お楽しみ献立⇒ちらし寿司・えびチキンドリア・ハンバーガー＆ポテトフライ・ 

       ミックスフライから選択 

おやつ作り⇒おはぎ（お彼岸） 
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７．支援関係会議 

 

 

８．事故報告関係  

場 所 内    容 事故後の対応 

 

重度棟 

男子 

トイレ 

 

 

排便の拭きとりをするために柱につか

まってもらうが、拭きとり後も離さず

にいたため腰を引いて離そうとすると

バランスを崩し転倒。 

自力歩行が困難となり受診した結果、

右足薬指突き指と診断された。 

足の状態は様子見ながら、歩行は支持歩行を

する。事故後の対応としては、ご本人の状態

に合わせた丁寧な対応をするよう全体に周知

した。 

 

 

大食堂 

 

 

生活棟を拠点にした日中活動中、大食

堂で転倒。その時は痛み以外の症状や

異変がなかったため様子を見ていた

が、グループホームに帰寮してから受

診すると左腕脱臼と診断される。 

夜間はグループホームの職員が不在になるた

め、学院で過ごしてもらう。高齢で、以前に

も転倒し怪我をしていることからご本人の安

全面を第一に日中生活介護利用時は車イスを

使用していただき、付き添いや見守りの支援

を統一することを全体に周知した。 

月  内         容 

R.6 

４ 月 
生活部会議（9 日）虐待防止委員会（12 日）行事会議（21 日）調理会議（26 日） 

ケア会議(27 日) 

５ 月 活動検討会議（16 日）ケア会議（17 日） 

６ 月 ケア会議（7 日）生活部会議（13 日）調理会議（26 日） 

７ 月 食生活委員会（4 日）ケア会議（7 日,8 日,22 日,23 日,30 日）リーダー会（10 日） 

行事会議（11 日）活動検討会議（17 日）身体拘束防止委員会（19 日） 

生活部会議（22 日） 

８ 月 職員全体会議（12 日）生活部会議（20 日）ケア会議（28 日,29 日） 

９ 月 活動部会議（4 日）行事会議（13 日）利用者支援会議（4 日,13 日,17 日） 

パート職員会議（17 日）生活部会議（21 日）ケア会議（25 日,30 日） 

虐待防止委員会（30 日） 

１０月 計画相談更新会議（7 日,30 日）生活部会議（8 日）行事会議（16 日） 

ケア会議（24 日,25 日） 

１１月 食生活委員会（1 日）支援員会議（7 日）生活部会議（11 日）調理会議（18 日） 

活動部会議（19 日）ケア会議（21 日,25 日,28 日）行事会議（22 日）       

感染症対策研修会（25 日） 

１２月 生活部会議（9 日）関係者会議（11 日）リーダー会議（13 日）行事会議（26 日） 

虐待防止委員会（13 日）ケア会議（17 日,23 日,26 日）職員全体会議（22 日） 
R.7 

１ 月 
計画相談会議（7 日,9 日）生活部会議（15 日）ケア会議（20 日,24 日） 

食生活委員会（23 日）虐待防止委員会（28 日） 

２ 月 支援員会議（6 日）生活部会議（8 日）活動検討会議（9 日）計画相談会議（12 日）

リーダー会議（13 日）ケア会議（24 日,27 日）調理会議（26 日） 

身体拘束委員会（27 日） 

３ 月 支援員会議（4 日）ケア会議（10 日,21 日,26 日）職員全体会議（23 日） 
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居室内 

 

朝、排泄を済ませ車イスに座って更衣

をしていたはずの利用者が床に座って

おり、足の痛みを訴えていた。受診の

結果、右脛骨骨折、左足捻挫と診断。

車イスから本人の意思で降りたのか、

誤って転落したのかは不明。 

怪我が治るまでは２人体制で安全に介助し、

更衣等も援助する。居室環境、設備の改善、

高齢による筋力や機能の低下があるため、安

全な支援の見直し、検討するよう全体に周知

した。 

 

９．苦情・要望関係  

内   容    ・  結    果 

通所利用者家族より、発作の際の様子を詳しく教えて欲しいとの要望がある。 

要望内容を全体に周知し、対応している。 

コロナウイルスにより制限されている帰省や外出を緩和して欲しいという要望。 

感染症対策を考える係に要望内容を伝え、少しずつ緩和をしていく方向であると回答。 

ご理解いただいた。 

 

１０．ヒヤリ・ハット関係 

場 所 内  容 

男子重度棟

廊下、居室

など 

 

(利用者への対応面) 

・床をはって動く利用者について、夜間から朝にかけての廊下徘徊は他の利用者と 

の接触による事故や怪我のおそれがあるため、居室内で過ごしてもらうよう工夫

する。 

・うつ伏せからあおむけへの体位交換時、腕のまきこみに気を付ける。 

居室 

 

(利用者への対応面) 

夜間、居室の入り口で眠ってしまった利用者がいて、同室の方がトイレに行けず困 

っていた。お互いに怪我をしてしまうおそれがある。 

居室 (利用者への対応面) 

居室で胃ろうをしている利用者の胃ろうルートを、別の利用者がいじっていた。 

大食堂 事前に受け取っていた利用者の内服薬を、エプロンのポケットに入れ忘れそうにな 

った。 

大食堂 全員の食事が終わり薬箱を確認すると、一つ薬が残っていた。すぐに内服させた。 

居室 (利用者への対応面) 

いつもと反対向きでベッドに横になっており、トイレ誘導のため声を掛けて起きて

もらったが、ベッドから滑り落ちてしまった。 

大食堂 車イスのフットレストから足を出している利用者がいて、その足に他の利用者がつ

まずきそうになった。 

 
１１．施設整備（契約・購入物品） 

〇設備関係 

・浴室入口扉改修、生活棟内カーテン設置 他 
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〇購入物品 

・特殊浴槽、事務室複合機 他 

 

１２．日中活動・地域交流棟・家族会館「明照ホール」使用状況 

〇明照ホール 平日⇒顕真学院の日中活動    

休日⇒利用申込 ４件 

   ・楽器練習          １件 

・本覚寺関係会議、行事     ３件 

〇宿泊施設  施設実習生の宿泊先として利用 

 

１３．グループホーム 蓮華寮（共同生活援助） 

〇生活について 

 前年度に引き続き、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により当初の事業計画で策定した

内容から変更し、その都度柔軟に対応しながら生活支援を行ってきました。感染症対策は、マスク

着用、検温、うがい、手洗い、アルコール消毒の徹底、こまめな換気、蓮華寮内の消毒など、でき

ることを引き続き行っています。帰省・面会も制限しているため、ご家族内の方とも月に１度は電

話連絡をして近況報告を行いました。 

 行事も予定していたものは行えず、蓮華寮内で楽しめる内容に変更して実施しました。顕真学院

で採れた野菜を使用して調理を行い、利用者の方にもお手伝いをしてもらい、食べる楽しみの他に

参加する楽しみも味わってもらえるような企画にしました。 

 年齢に伴う機能低下が進み個別に支援が必要な場面が増えているため、バックアップ施設でもあ

る顕真学院に利用者の生活面や医療面、相談内容や支援経過など随時報告し、相互で情報を共有し

て協力体制を築いています。 

 令和６年５月にはコロナウイルス感染症に罹患し、顕真学院に協力を仰ぎました。 

 

〇行事について ※利用者の誕生月に誕生日会（おやつ作り） 

日   時 行 事 名 内   容  

令和６年  ８月２８日(水)  

 

お好み焼きパーティー 利用者のリクエストで大好物のお好み焼

きをお腹いっぱい食べる 

令和６年１０月 ９日（水） 秋の感謝祭 収穫の恵みに感謝してごちそうを囲む 

令和６年１２月２０日(金） 

 

忘年会 １年を振り返りながら食事をする 

令和７年  １月１６日(木) 

 

新年会 新年をお祝いしながら食事をする 

 

 

〇防災訓練について 

令和６年  ７月２４日(水) 夜間防災訓練 １９：００～ 

令和６年１１月１３日(水) 日中防災訓練 １４：３０～ 
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〇事故報告 

場 所 内  容 事故後の対応 

脱衣室前

廊下 

 

 

 

 

消灯後、大きな音が聞こえた

ので様子を見に行くと、脱衣

室に上半身、廊下に下半身が

出た状態で左側を下にして倒

れていた。 

トイレに起きてきて転倒した

よう。 

一人では起き上がれないとのことで、見える範囲

で外傷がないことを確認後、後ろから抱きかかえ

て立ってもらう。その後トイレに行くが、寝ぼけ

ているのかフラフラしていて支えながら歩いても

らった。その際、立った状態で全身チェックした

が、外傷はなかった。本人には夜間のトイレは気

をつけるように念を押して話をしている。 

顕真学院の夜勤者にも伝え、様子を見てもらうよ

うにお願いした。 

 

〇苦情・要望関係 

内   容    ・  結    果 

入所利用者の母親より、車がなく面会に行くことができなかったため写真を送って欲しいとい

う要望を受け付けた。写真が準備でき次第郵送することを伝え、後日郵送するとお礼の電話が

きた。 

 

〇会議関係 

      

〇通院関係 

 定期的な通院（内服薬の処方も含め）⇒歯科・内科等 

風邪等の急な疾病による通院 ※看護師と連携して行いました。 

 

〇設備関係 

・蓮華寮入口のスロープ延長工事 

 

ケ ア 会 議 令和６年４月２０日(土) 電話にて 

蓮華寮内会議 令和６年８月１２日(月)、令和６年１２月２２日(日)、令和７年３月２３日(日) 


